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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月24日(2009.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の生産ラインを通じて組み立てられた遊技盤が順次列をなして移送される移送経路
と、
　この移送経路に沿って移動可能に設けられ、前記遊技盤に接続された状態でその移送方
向に移動しつつ前記遊技盤に付属する制御装置および動作部の作動に必要な電力を供給し
、前記遊技盤に付属する制御装置の検査を行う給電ユニットを具備し、
　前記遊技盤に装備される制御装置は、遊技機による遊技内容の進行を制御する主基板と
、この主基板から指令信号を受け取って所定の演出動作を制御する演出制御基板とを含ん
でおり、前記給電ユニットは、前記主基板から受け取った主制御信号に基づいて賞球の払
い出し個数を数値表示する表示部と、前記演出制御基板から受け取った演出制御信号に基
づいて音および光の少なくとも一方を出力する演出動作部とを含んでいることを特徴とす
る遊技機の生産設備。
【請求項２】
　請求項１記載の遊技機の生産設備において、前記生産設備は、前記移送経路の途中に設
けられ、前記遊技盤が前記給電ユニットに接続されている状態で所定の検査を実行するた
めの検査区間と、
　前記移送経路に並行して給電ユニットの移動を案内し、かつ、前記検査区間に対応する
位置で前記給電ユニットに対して電力を供給するトロリーレールを備え、
　前記生産設備は、前記トロリーレールの起点から終点まで給電ユニットが移動した後、
この終点から送出された前記給電ユニットを前記トロリーレールの起点まで循環させる循
環手段をも備え、
　前記循環手段により前記給電ユニットが前記トロリーレールを通過して一巡する間にそ
の給電が停止される停電区間をさらに備えており、前記給電ユニットは、前記停電区間か
ら前記検査区間への移行に伴って給電を開始されたとき、所定の自己診断動作を実行する
診断手段を備えることを特徴とする遊技機の生産設備。
【請求項３】
　前記演出制御基板が少なくとも２つのスピーカから音を出力するべく２つの制御信号を
出力可能である場合、前記給電ユニットの前記演出動作部は、前記２つの制御信号の一方
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に基づいて音を出力するとともに、その他方に基づいて光を出力することを特徴とする請
求項１もしくは請求項２記載の遊技機の生産設備。
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